
平成31年 1月
かわちながのシルバー

公益社団法人 河内長野市シ′Lバー人材センター会報
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平成31年 1月
2 かわちながのシルバー

新1年|のごあいさつ

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
平素は、当シルバー人材センターの事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚
<お礼申し上げます。
少子高齢化が進展する社会において、労働力人□が減少する中で、lulく 意欲のあ
る高齢者が活躍し続けることができる「生涯現役社会」を実現することが重要と
なつており、シルバー人材センターの果たす役害」がますます重要となつています。
このような状況の中、当シルバー人材センターでは、「自主・自立、共働・共助」
の理念のもと、就業機会の拡大と会員の拡大に努め、高齢者の就業を通じて生きが
いの充実と社会参加を推進するとともに、活力ある地i或社会づ<り に貢献するシル
バー人材センター事業を展開しています。
このような中で、今年度も事業計画に沿つて、事業を推進しています。事業実績
は、ここ数年着実な成果を挙げておりますが、本年度は、受託事業では前年度をや
や下回る状況でありますが、派遣事業では新規契約を締結するなど前年度を大き<
上回る状況となっています。
これはひとえに、会員皆様をはじめ関係者皆様のご支援及び役職員

LAL様のたゆま
ない努力の賜物であると心より厚<お礼申し上げます。
結びにあたり、会員の皆様と役職員が手を携え、シルバー人材センター事業がさ
らに発展するように取り組んでまいりますので、変わらぬご支援、ご協力をお願い
申し上げますとともに、本年が皆様にとりまして、素晴らしい年になりますことを
祈念申し上げまして、新年のごあいさつとさせていただきます。

新年あけましておめでとうございます。
公益社団法人河内長野市シルバー人材センター会員の皆様におかれましては、
つつがな<新 しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
また、平素から長野理事長を中lいに、市政の各般にわたりまして、格別のご理
解とご協力を賜っておりますことに、深<感謝申し上げます。
さて、本市では、市民の 3人に 1人が65歳以上となる中で、地上或社会の活力
を維持してい<ために、高齢者の皆様が生涯現役として、多様な形で社会参加で
きる環境づ<りが必要不可欠となっております。
そのような中、貴センターにおかれましては、活力ある高齢社会を支える地域
の中核的な組織として、高齢者の皆様の豊富なご経験やご見識を、地1或に還元し
ていただいておりますことに、深<敬意を表します。
本年も、「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、高齢者福71Lの向上と地上或
社会の活性化に向けて、その一翼を担つていただきますようご期待申し上げま
す。

本市と致しましても、健康寿命の延伸に向けて、住み慣れた地i或で、医療・介
護・介護予防や生活支援などの様友なサービスが総合的に提供される体制づ<り
や、おでかけ支援事業などを通して、地i或で支えあいながら、高齢者の皆様が、
いきいきと暮らし続けられるまちづくりを推進してまいりますので、ご支援ご協
力を賜りますよう、よろし<お願い申し上げます。
結びに、河内長野市シルバー人材センターのますますのご発展と、会員皆様の
ご健勝ご多幸を祈念申し上げ、新年のごあいさつと致します。

理事長

長 野  宏

河内長野市長

島 田 智 明
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かわちながのシルバー

● ニセの息子～

「風邪をひいて声がおかしい」「携帯電話の番号が変わつた」

反射材は、車のライトがあた

ると彎聰魔蛉震趙け、車の運

転者からよく見えます。色々

なタイプの反射材を活用し、

惧分の存在を早くR轍機に爾

儀鬱験しょう。

防犯速報

銀行員、役所職員、警察官がキャッシュカードを預かつたり、

カードの暗証番号を尋ねることは、絶対にありえません !

ひと呼吸 待って出てくる 安全策 (村上八郎 会員)
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かわちながのシルバー

◇会費の内訳
シルバー人材センター(以下「センター」という。)は、会員の会費によつて運営

されることを原則としています。この原則によって、センターは公益社団法人と

いう法人格を取得していますも

この会費は、仕事のあうせん料ではありません。会費は、センタ■の趣旨に賛

同したうえで、会員として事務局とともに事業運営に参画していくための運営費

のす部を負担していただくものですも

会員下人あたりの年間経費|ま、

会員傷害保険料、賠償責任保険料、熱中症見1舞金保険料、総会議案書及び会

報等作成費用、通信費用等で4千円以上を支出しており、納めていただいた年会

費は、これらの経費に充当しています。

/・・
                                                               ~｀

＼

/ ☆会員傷害保険料                          ＼

(お仕事への行き帰りや就業中で、ケガ等をされた時の保険)

★ 賠償責任保険料

(就業中に他人にケガをさせたり、他人の物を壊した時の保険)

★
(繁重軍量戴‡歴程暮られた時の保険)  豪
☆ 総会議案書及び会報等作成費用

(年 1回の総会議案書や年 2回の会報作成費用)

★ 通信費用

(会員への配布物の郵送費用等)

☆ その他

＼ (紙等の)肖耗品など)
ヽ、 __

◇年会費納付のお願い

平成31年度、会員を継続される方は、日」送される振込用紙で平成31年度分の年会費をお

早めに納付してください。

同意書を提出されている方については 3月分の配分金 (4月 19日 振込分)よ り控除させて
いただきます。

平成30年度の年会費未納の方は、30年度分31年度分を併せて納付してください。

会費は、定款及び会費規程により、センターの活動に必要な経費に充てるため、 4

から翌年 3月 31日 までの間に会員として在籍している方全員に納めて

いただくことになつています。従いまして、年度の途中において、何

らかの事由により退会されても、その年度の会費をお支払いいただく

ことになっています。

なお、今年度で退会を希望される方は、事務局へ 3月 31日 までに退

会届の提出をお願いします。
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平成31年 1月

◇配分金の確定申告を

平成30年中に当センターで就業した方に支払われた配分金は、所得税法上の「雑所得」と
して取り扱われ、確定申告を行う必要があります。

平成30年 1月 ～ 12月 の間に配分金等の支払しヽを受けられた方には、年間の配分金額を証明
する「配分金支払証明書」を送付しますので、各自必ず確定申告を行つてください。

なお、所得税の計算方法は、所得額 ・扶養親族等により異なりますので、詳しくは富田林税

務署もしくは、申告会場でお尋ね<ださい。

◇確定申告無料相談(予約制 ) =‐

進||

確定申告無料相談を、下記の日程のとおり行います。

なお、相談は予約制ですので、事前に相談時間を事務局に予約してください。

▽相談日時  平成31年 2月 8日 (金 )
午前 10時～午後4時

▽場  所  シルバー人材センター 2階
▽相談時間  1人 20分程度
▽必要書類  配分金支払証明書・源泉徴収票・健康保険料 。生命保険料、

地震 (損害)保険料のわかる書類等

里含場写チτ腺 tミ 暑竃]賃2午
前9時から(1日寺間程度

彦

「

櫃
今年も、毎年恒夕1の河川一斉清掃が3月の第1日曜日に予定されています。
当センターも、アドプトリバー活動の一環として、センター前の天見川河川敷の清掃奉
仕活動を実施します。今年も多数の会員の方の参カロをお待ちしています。
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平成30年 10月 20日実施

河川敷清掃参カロ者写真

安全点検怠●な|‐■作業き|●ち,1慌て|る|な|'|■ |(1西野1進‐1会員う
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(壱 )ひらがなの並び替え (ここわざ編)

①かなιlきこ:きわ

②わかきうるごにふらIきたく

③こちくlずもの

④のたききれいへせて

○しごこうんのいこや
∩0`⑦ ¥こJXO 聖望⑦¥呈0 軍⑪当動[
9※野準|コ 1呂J⊆¥⑦ ∩&OFI判0 %毘⑦ (呈 )

(弐)おつιl:きいくら?

①お買い物合計

支払ったお金

②お買い物合計

支払ったお金

③お買い物合計

支払ったお金

189円です。

11111

7.835円 です。

1ゝ壕:瘍蝙蝙薇

ミ薔1111億il懸I億:

おつιIIさいくら?

おつιIIさいくら?

おつιliさいくら?

■1宰1拿可蕃辱1調
‐
9寿隼|■ |

安全就業と就業途上での安全は最も重要なことです。安全に対する啓発活動の一環として平

成31年度の安全就業標語を募集します。たくさんの応募をお待ちしています。安全就業標語の

提出は、センター指定の用紙で応募して<ださい。提出先はシルバー人材センター事務局で
す。応募締切日は平成31年2月 28日 (木)です。最優秀作品 1点、優秀作品2点は平成31年度
定時総会で表彰します。

<平成30年度優秀作品>
|● 最優秀作品 安全は 気くばり目くばり思いやり

||‐ 優秀作品 気のゆるみ 油断にひそむ大1参事
■11優秀作品 朝一の笑顔一つで事故が消え
全国統―スローガン (平成30年度)

「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」
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